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が 3,786 局、KDDI（株）が約 3,680
局、UQ コミュニケーション（株）
は約 2,000 局に至った。被災 3 日

































る。2010 年 4 月よりワイドスター





（東経 136 度）と JCSAT-5A（NTT
ドコモでの呼称は N-STAR-d；東






















































首相官邸では 3 月 12 日に災害情
報の公式アカウント「@Kantei_
Saigai」を開設して情報発信を始
めた。1 ヶ月後の 4 月 11 日には、
ツイート数が 587、フォロワー数
















の情報が飛び交い、3 月 11 日に
































































者が発生した。3 月 11 日の午後
7 時には、新宿、渋谷、池袋、赤
羽などのターミナル駅にそれぞれ












午前 9 時には、東京都の 1,023 施














































図表 5　受け入れ施設のリアルタイム地図（3月 11 日午後 10 時半時点）
出典：文献 10より引用
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サービスとして Amazon S3 を利
用し、コンテンツ配信サービスに
は Amazon CloudFront を用いて
いる。Amazon CloudFront は、米













































































































































































禁が破られた。3 月 11 日の午後












































































































数の missing person registries の
web サイトのフォーマットを共
通化する「Katrina people Finder 
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14）　クラウド・コンピューティング（岩野和生氏講演）；科学技術政策研究所　講演録 -233
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理学博士。専門は半導体、超伝導、磁性体の物理。サブミリ波やマイクロ波を用いた
物性測定を中心に、米国の大学や日本の電機メーカーで研究に従事。現在は、科学技
術動向研究センターで、科学技術予測や科学技術動向研究に従事。
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